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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期

第３四半期連結
累計期間

第63期
第３四半期連結

累計期間
第62期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年12月31日

自2020年４月１日
至2020年12月31日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 16,695,250 14,297,126 24,213,392

経常利益 （千円） 652,307 303,884 1,079,544

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 436,333 188,365 663,715

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 452,818 257,404 642,524

純資産額 （千円） 6,914,672 7,317,841 7,103,945

総資産額 （千円） 14,164,284 14,945,152 15,236,659

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 504.68 217.90 767.69

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 48.8 49.0 46.6

 

回次
第62期

第３四半期連結
会計期間

第63期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自2019年
10月１日
至2019年
12月31日

自2020年
10月１日
至2020年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） 114.36 △26.99

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症の収束時期の遅れに伴う事業環境の変化が当社グループの業績に影響を与える可

能性があり、今後の推移状況を注視してまいります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響が依然として続

く中、政府による各種施策により感染防止策を講じつつ経済活動のレベルを段階的に引き上げ、徐々に持ち直しの

動きはあったものの、年末に向け再び感染拡大の傾向となるなど感染収束の長期化が懸念されており、景気の下振

れリスクの高まりに注意が必要な状況にあります。

世界経済も、米中の対立や欧州各国における新型コロナウイルス感染症対策のための行動制限が続く中、大幅な

落ち込みとなりました。

ＩＣＴ業界におきましては、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の期待や需要は高まりつつあり、Ｉｏ

Ｔ（モノのインターネット）やＡＩ（人工知能）などのデジタル技術の進化とともに、「働き方改革」や「新しい

生活様式」への取り組みなどを背景とした企業の生産性向上や業務効率化を目的としたシステムの更新需要には底

堅さがあるものの、先行き不透明な景況感の中で投資判断には慎重さが増しました。

 

このような経営環境のもと、当社グループの第３四半期連結累計期間の売上高は、前年の有力ＯＳ（オペレー

ティングシステム）のサポート終了に伴うパソコン更新需要や消費税増税対応が収束した反動に加え、コロナ禍で

の行動制限から受注活動が低迷し、142億97百万円（前年同期比14.4％減）となりました。

損益面につきましては、売上高の減少やシステムエンジニアリング商談の停滞により、営業利益は２億88百万円

（前年同期比55.3％減）、経常利益は３億３百万円（前年同期比53.4％減）となり、親会社株主に帰属する四半期

純利益は１億88百万円（前年同期比56.8％減）となりました。

 

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

 

「首都圏」は、フィールドサービスは微増となりましたが、情報通信機器、システムエンジニアリングサービス

やネットワーク工事関連、電子デバイスが減収となったことから、売上高は81億40百万円（前年同期比9.1％減）

となりました。

損益面につきましては、売上高の減少により、営業利益は１億26百万円（前年同期比58.6％減）となりました。

 

「東日本」は、情報通信機器、システムエンジニアリングサービスやフィールドサービスが減収となったことか

ら、売上高は32億46百万円（前年同期比18.9％減）となりました。

損益面につきましては、売上高の減少やシステム部門の採算低下により、営業利益は１億８百万円（前年同期比

53.3％減）となりました。

 

「西日本」は、情報通信機器、システムエンジニアリングサービス、電子デバイスやフィールドサービスが減収

となったことから、売上高は28億38百万円（前年同期比23.0％減）となりました。

損益面につきましては、売上高の減少により、営業利益は69百万円（前年同期比73.9％減）となりました。
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(2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、２億91百万円減少し、

149億45百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金が10億94百万円、商品が４億80百万円、仕掛品が１

億81百万円増加した一方、受取手形及び売掛金が21億52百万円減少するなど、流動資産が２億71百万円減少したこ

とによるものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、５億５百万円減少し、76億27百万円となりました。その主な要

因は、短期借入金が２億96百万円、長期借入金が７億円増加した一方、支払手形及び買掛金が６億96百万円、未払

法人税等が３億42百万円、賞与引当金が２億48百万円減少するなど、流動負債が11億93百万円減少したことによる

ものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、２億13百万円増加し、73億17百万円となりました。その主な

要因は、利益剰余金が１億45百万円増加したことによる純資産の増加によるものであります。以上の結果、自己資

本比率は49.0％（前連結会計年度末は46.6％）となりました。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成

績及びキャッシュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な

変更はありません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,124,000

計 2,124,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年２月９日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 865,301 865,301

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 865,301 865,301 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　2020年10月１日～

　2020年12月31日
－ 865,301 － 2,293,007 － 2,359,610

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2020年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2020年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 800 －
単元株式数

100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 857,100 8,571 同上

単元未満株式 普通株式 7,401 －
１単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数  865,301 － －

総株主の議決権  － 8,571 －

（注） 「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が62株含まれております。

②【自己株式等】

    2020年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ソレキア株式会社
東京都大田区西蒲田

八丁目16番６号
800 － 800 0.09

計 － 800 － 800 0.09

　（注）　当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は862株、その発行済株式総数に対する所有株式数の割合は

0.10％であります。

 

２【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について應和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,283,151 6,377,953

受取手形及び売掛金 6,080,339 ※ 3,927,404

電子記録債権 215,147 ※ 325,586

商品 1,053,086 1,533,180

仕掛品 88,105 269,537

その他 78,972 93,724

貸倒引当金 △979 △979

流動資産合計 12,797,822 12,526,407

固定資産   

有形固定資産 1,066,749 1,097,416

無形固定資産 32,846 30,101

投資その他の資産   

投資有価証券 287,205 376,851

敷金及び保証金 456,100 439,237

繰延税金資産 535,449 414,254

その他 67,135 67,532

貸倒引当金 △6,649 △6,649

投資その他の資産合計 1,339,241 1,291,226

固定資産合計 2,438,837 2,418,744

資産合計 15,236,659 14,945,152

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,851,447 3,154,851

短期借入金 1,111,622 1,407,625

未払法人税等 342,597 －

賞与引当金 351,700 103,101

役員賞与引当金 16,760 －

受注損失引当金 19,687 －

その他 1,048,134 882,388

流動負債合計 6,741,949 5,547,966

固定負債   

長期借入金 － 700,000

役員退職慰労引当金 82,906 81,315

退職給付に係る負債 1,246,725 1,235,975

資産除去債務 59,967 61,773

その他 1,164 280

固定負債合計 1,390,763 2,079,344

負債合計 8,132,713 7,627,310
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,293,007 2,293,007

資本剰余金 2,359,610 2,359,610

利益剰余金 2,384,773 2,529,914

自己株式 △2,164 △2,449

株主資本合計 7,035,226 7,180,083

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 86,244 147,316

為替換算調整勘定 △17,525 △9,558

その他の包括利益累計額合計 68,718 137,758

純資産合計 7,103,945 7,317,841

負債純資産合計 15,236,659 14,945,152
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

売上高 16,695,250 14,297,126

売上原価 13,599,390 11,645,363

売上総利益 3,095,859 2,651,763

販売費及び一般管理費 2,450,172 2,363,161

営業利益 645,686 288,602

営業外収益   

受取配当金 8,242 7,692

その他 8,277 23,227

営業外収益合計 16,519 30,920

営業外費用   

支払利息 6,082 6,913

為替差損 2,783 7,177

その他 1,032 1,546

営業外費用合計 9,898 15,638

経常利益 652,307 303,884

税金等調整前四半期純利益 652,307 303,884

法人税、住民税及び事業税 132,270 21,270

法人税等調整額 83,703 94,249

法人税等合計 215,974 115,519

四半期純利益 436,333 188,365

親会社株主に帰属する四半期純利益 436,333 188,365

 

EDINET提出書類

ソレキア株式会社(E02718)

四半期報告書

10/18



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

四半期純利益 436,333 188,365

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 14,655 61,072

為替換算調整勘定 1,828 7,966

その他の包括利益合計 16,484 69,039

四半期包括利益 452,818 257,404

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 452,818 257,404
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【注記事項】

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

当第３四半期連結累計期間における新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り及び

当該見積りに用いた仮定については、前連結会計年度の有価証券報告書（追加情報）（新型コロナウイルス感染

症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の収束時期等を含む仮定に

ついて重要な変更はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

 
前連結会計年度

（2020年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（2020年12月31日）

受取手形 －千円 7,971千円

電子記録債権 － 8,520

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

減価償却費 42,142千円 55,704千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 43,229 50 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日

定時株主総会
普通株式 43,223 50 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2019年４月１日　至2019年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 首都圏 東日本 西日本 計

売上高       

外部顧客への売上高 8,951,034 4,002,375 3,687,658 16,641,068 54,182 16,695,250

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,706 － － 1,706 151,951 153,657

計 8,952,740 4,002,375 3,687,658 16,642,774 206,133 16,848,907

セグメント利益又は損失（△） 305,074 232,477 267,259 804,812 △8,410 796,401

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 804,812

「その他」の区分の利益 △8,410

セグメント間取引消去 △1,796

全社費用（注） △148,918

四半期連結損益計算書の営業利益 645,686

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費、予算と実績の調整差額であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2020年４月１日　至2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 首都圏 東日本 西日本 計

売上高       

外部顧客への売上高 8,140,470 3,246,807 2,838,136 14,225,414 71,712 14,297,126

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,565 － 46 1,612 170,617 172,230

計 8,142,036 3,246,807 2,838,183 14,227,026 242,330 14,469,357

セグメント利益 126,303 108,527 69,743 304,574 7,300 311,875

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 304,574

「その他」の区分の利益 7,300

セグメント間取引消去 △3,863

全社費用（注） △19,409

四半期連結損益計算書の営業利益 288,602

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費、予算と実績の調整差額であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 504円68銭 217円90銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
436,333 188,365

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
436,333 188,365

普通株式の期中平均株式数（株） 864,578 864,452

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年２月９日

ソレキア株式会社

　取締役会　御中 　

 

應　和　監　査　法　人

東京都千代田区

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 澤田　昌輝　　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 星野　達郎　　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているソレキア株式会

社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ソレキア株式会社及び連結子会社の2020年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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